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    不眠症の治療について
    教えてください。
　不眠症の治療は、睡眠薬による治
療だけではありません。間違った睡
眠習慣を改めることや、睡眠に関す
る正しい知識を伝える「睡眠衛生指
導」も治療の柱となります。
　●睡眠時間は人それぞれで、長さ
にこだわる必要はない ●就寝時間
にこだわり過ぎずに、眠くなってか

い」などと思い込んでいる方もい
るので、そういった誤解を解き、習
慣を変えるだけで眠れるようにな
る人もいます。
　非薬物治療で効果がない場合
など、医師が患者さんの状態をき
ちんと評価し、睡眠薬が必要だと
診断してから薬物治療を始めます。

    睡眠薬の飲み方のポイントを
    教えてください。
　何よりも大切なのは、医師の指
示通りに服用することです。決めら
れた用法用量を守り、勝手に増や
さないこと、睡眠薬を服用したら
動き回らずにすぐ横になる等の基
本を守りましょう。また、睡眠薬服

用中はアルコールは摂取しないで
下さい。薬の作用が増強され、記憶
障害、呼吸抑制、翌日の眠気、ふら
つきなどの副作用が強く現れるこ
ともあり危険です。
　長年使われているのは、中枢神
経の働きを抑制する「ベンゾジア
ゼピン系睡眠薬」ですが、近年は体
内時計を整えることで症状を改善
する「メラトニン受容体作動薬」や、

脳の覚醒を維持する物質の働きを
弱めることで眠りに導く「オレキシ
ン受容体拮抗（きっこう）薬」という
新しいタイプの薬剤も登場してい
ます。それぞれの薬にメリットとデ
メリットがあり、患者さんのニーズ
も違います。不眠に悩んでいたり、
現在の薬が合わないと感じたら、
精神科や心療内科など専門の医師
に相談するのが良いと思います。
　睡眠薬は治療や生活の助けにな
りますが、いずれはやめることを意
識することも大切です。ただし、自
分で勝手に判断して突然止めると、
離脱症状が出て調子が悪くなるこ
とがありますので、止める場合は
医師の指示に従ってください。

ら床に就く ●夜遅くまでパソコ
ンやスマホを使わない ●夕方以
降はカフェインを摂取しない ●
睡眠薬代わりの寝酒は不眠のも
とになる ●毎日同じ時刻に起床
する ●目が覚めたら日光を取り入
れて、体内時計のスイッチをオン
にする──といった睡眠に関する
正しい知識や習慣を学びます。
「○○時間眠らなければいけな

    気管支ぜんそくの
    吸入薬について教えてください
　気管支ぜんそくは、さまざまな原
因によって気管支に炎症が起きて、
その内腔（ないくう）が狭くなること
によって起こります。治療薬としては、
少量で効果が得られ、全身への副作
用が少ないという点から、直接気道
へ薬剤を入れる吸入薬が治療の中
心となっています。吸入薬にはステ

ます。吸入ステロイド薬の主な副
作用は、声がかれることと口腔・咽
頭カンジダ症が発生することです。
声がれが起きた場合は、一度薬剤
を中止するか、起きにくいタイプの
薬剤に変えます。また、吸入後は必
ずうがいをする必要があります。吸
入ステロイド薬の中には、妊娠中に
も使えるものもあります。
　吸入ステロイド薬は、単独で使う

よりもβ2刺激薬と併用されること
が多いようです。β2刺激薬は気管
支拡張作用があり、吸入ステロイ
ド薬と併用すると治療効果が増強
するとされています。通常、この二
つは合剤になっており、一つの吸
入器に入っています。それでも効果
が不十分な場合は、抗コリン薬の
吸入を追加することもあります。抗
コリン薬は気管支収縮抑制作用が
あり、β2刺激薬とはまた別の作用
機序で気管支を拡張させます。た
だし、抗コリン薬は閉塞隅角（へい
そくぐうかく）緑内障や前立腺肥大
症のある方には使えません。近年、
吸入ステロイド薬とβ2刺激薬と抗
コリン薬が一つになったトリプル

製剤といわれるものも出ています。
　現在の吸入薬は、大別すると「ド
ライパウダー吸入」と「定量噴霧吸
入」があります。ドライパウダー吸
入は、患者さん自身が吸い込んで
薬剤を気管へ届けます。一方、定量
噴霧吸入は、薬剤を含むガスを一
瞬で噴霧します。そのため、噴霧と
患者さんの吸気のタイミングをう
まく合わせないと効率よく薬剤が
気管へと入っていきません。
　吸入薬にはそれぞれ特徴があり、
使用する場合には医師に相談の上、
自分に合ったものを処方してもら
いましょう。また、吸入薬を開始し
たら自己判断で中止しないことも
大切です。

ロイド薬、β2刺激薬、抗コリン薬
など、いろいろな種類があります。
　その中でも、吸入ステロイド薬
はぜんそく治療における中心的な
抗炎症薬です。吸入ステロイド薬
は、ぜんそくの症状が出た時だけ
使うのではなく、毎日決まった回
数を吸入することが大切です。そ
れにより気管支内の炎症が徐々
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